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本日の報告内容 

図書館ピア・サポーターについて 

図書館ピア・サポーターの業務内容 

【空間活用】おすすめ本の展示 

【空間活用】館内掲示・サイン作り 

活動の振り返りと今後について 

 



図書館ピア・サポーターについて 

発足年･･･2009年 
     学内のピア・サポーターはピア・カウンターが拠点。 

     図書館ピア・サポーターは図書館専属で活動。 

勤務時間･･･授業期の12時～1８時 
     図書館各フロア(M2階・2階・3階)に1名ずつ駐在。 

     シフトを組み、交代で勤務している。 

構成員･･･学部3・4年生および大学院生 
     利用者からのあらゆる質問に対応のできる、上回生で構成。     

     今年度は13名。(大学院生8名、学部4年生4名、学部3年生1名) 

 

 

 図書館ピア・サポーターとは、図書館利用者からの質問
に対応する図書館専属の学生スタッフである。 



図書館ピア・サポーターの業務内容 

図書館利用におけるサポート 
 (資料の探し方やPCの基本的操作等) 

おすすめ本の展示 
館内掲示・サインの作成 
年4回発行のリーフレット(Library Peer Times)
の作成 
 

毎月2度のミーティング 
 (業務連絡や活動の経過報告など。) 

 
研修 
 (ピア・サポーターが活動するにあたり、必要とされるス
キルを磨くための研修。) 



おすすめ本の展示 

場所･･･自動貸出機付近 

 (入館ゲートの目の前) 

期間･･･テーマごとに１～２ヶ月間 

冊数･･･３０冊程度 

 (一人あたり２冊以上準備する。) 

 

 ピア･サポーターが利用者におすすめしたい本を展示す
るコーナーを設けている。 



入館ゲートから 
おすすめ本(自動貸出機横) 



おすすめ本(自動貸出機裏) 

 



おすすめ本のテーマ 

今年度テーマ例： 

 

私のNo.1、泣ける本、時間の使い方に関する本、 

怪談、旅行、本についての本、やる気が出る本、 

推理小説、映像化された本、季節に関する本、 

名言・ことわざ格言に関する本 

  

 

 



ピア･サポーターの
活動をアピールする 

 

 

 

機能していなかった
空間を上手く活用 

 

展示前 
展示後 



おすすめ本貸出実績 

毎展示(テーマ別)

平均で約３０冊
の貸出が行われ
ている。 

 

 

 

全ての本が一度
は必ず貸出され
ている計算とな
る。 

 

 

ピア･サポーター展示本貸出実績
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館内掲示・サインの作成 

図書館フロアMAP(2階・3階) 

 

注意喚起のサイン 

 

リーフレット(Library Peer Times) 

 

 

 

業務を通して必要と感じたことや、活動アピールを
掲示・サインにして作成。 



図書館フロアMAP(2階・3階) 

利用者の目に付く場所 



図書館２階フロアMAP 



図書館３階フロアMAP 



注意喚起等のサイン 

ピア･サポーターが駐在するカウンターに設置 

 

利用者の意識促す 



リーフレット(Library Peer Times) 

ピア･サポーターの活動アピール 



館内4カ所に掲示 

M2階 
自由閲覧室 

３階 
掲示板 
(階段左) 

2階 
入館ゲート前 



活動の振り返りと今後について 

利用者視点で考え、円滑な図書館利用と利用促
進のための効果的な提案をしてきた。その柔軟
な発想力と行動に移す瞬発力には目を見張るも
のがある。 

着眼点が非常に的確で利用者に与えている影響
は大きい。 

 

彼らが現在の活動を継続し、新たな活動も積極
的に行えるよう、サポートをしていきたい。 


